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研究報告

高校生 における認知症高齢者のイメージ

木村裕美,古 賀佳代子,西 尾美登里

抄録

高校生の認知症高齢者イメージを明 らかにすることを目的とした.高 校1年 生に質問紙調査を実施 した.

質問内容は基本属性,祖 父母 との同居,認 知症高齢者 と接 した経験である.認 知症高齢者のイメージを

自由筆記 による文章で回答を得た.解 析は,テ キス トマイニングのソフ トウェアKH Coderを 用いた.

本研究は,C大 学の倫理委員会の承認 を受けた.対 象者に研究の趣 旨と内容を説明し,デ ータは個人情

報の漏洩に注意 した.本 研究の結果,対 象者は199人(男 性77人,女 性122人)で あった.抽 出単語は,
「忘れる,も の忘れ,大 変,記 憶,病 気」が頻出語であった.ク ラスター分析では,5つ のクラスターが

抽出された.高 校生の認知症高齢者イメージは,「脳機能の障害で記憶力が低下 し,介 護が必要で大変

な病気である」などが明 らかになった.認 知症高齢者 と接する体験でイメージを変化 させる可能性があ

ると思われ,支 援の必要性を考 える機会 となりうるとも考えられた.
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I.緒 言

 2018年 のわが国 の年齢3区 分別 の人口構成割

合 は年少人 口は12.2%,生 産年齢人口は59.7%,

老年人 口は28.1%で あ り1),年 少人 口お よび生産

年齢人口は年々減少 し,老 年人口は増加 し続けて

いる.世 帯構成は3世 代同居が減少 し,高 齢者夫

婦のみ世帯や単身世帯 の割合が増加 している2).

 平均余命が延伸するなか認知症高齢者数も増加

し続 け,2012年 時点で462万 人 であ り,10年 後

の2025年 には700万 人を超えると推測3)さ れる.

これ らに対応 すべ く厚生労働省 は,2015年 に「認

知症施策推進総合戦略;認 知症高齢者等にやさし

い地域 づ くりに向けて(新 オ レンジプラン)」2)を

策定 した.65歳 以上の4人 に1人 が認知症 お よ

びその予備軍で,約10年 後 には1.5倍 に増加 す

る見通 しであ る1).こ の ような将来 に,ま さに生

産年齢人口の若手世代 とな り,社 会 を牽引す る役

割である高校生が認知症高齢者への理解を深 め共

に生 きる社会をつ くる取 り組みの準備 は重要であ

ると考 える.

 先行研究において,中 学生.高 校生を対象 とし

た認知症 に関す る調査4)に よる と,6割 以上 の人

が認知症 という言葉 を知 っていた ものの,「 自分

には関係がない」「認知症 は精神的な ものが原因で

ある」「認知症 は負のイメージがある」な ど,病 気

であることや症状,対 応方法について正 しい理解

の不足が認 め られた.小 山 ら5)の研 究で は,高 齢

者 は認知機 能低 下 や 日常 生活 動作(Activities of

Daily Living;ADL)低 下,手 段 的 日常 生活 動作

(Instrumental Activities of Daily Living;IADL)低

下が生 じることを中学生はイメージ しに くいと述

べている.大 学生を対象に した島崎 ら6)の研究で

は,認 知症高齢者 との同居の有無でイメージに有

意な差はな く,認 知症 についての症状や病気 につ

いての知識 の多 くはマスメディアな どか ら得てい

た と報告 している.金7)は,一 般住 民を対象 とし

た調査で,認 知症の知識が乏 しく漠然 とした不安

感を抱 き,否 定的なイメージや拒否的な態度 と偏
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見 は根強 く,当 事者や家族 を苦 しめていると述べ

ている.一 般社会は依然 として理解不足 で病気で

あるとい う認識がな く,認 知症高齢者 は偏見にさ

らされていると指摘 している8).そ こで,正 しい

知識 を もつ ことで偏 見は軽減 され,肯 定的なイ

メージへ と変化 し認知症高齢者への支援 に前向き

にな る風潮を生み出す と考 えられる9).

 平均余命が延伸 し核家族化が ます ます進む状況

で,認 知症高齢者であっても住み慣れた地域でそ

の人 らしい生活を継続可能 にす るためには,社 会

背景 を踏まえ若年層か ら認知症の正 しい知識を学

び理解を深め,だ れもが支援の手を差 し伸べ られ

ることは必須である.認 知症高齢者のイメージに

関す る研究は,対 象が小･中 学生や大学生,一 般

住民に関す るものは認 められるが,高 校生 に焦点

を当て,自 由筆記による質的データか ら検討 した

報告 は少ない.本 研究 は,高 校生の認知症高齢者

に対す るイメージに関 しての基礎 的デー タ とな

り,導 き出される結果 は有意義であると思われる.

そこで,認 知症に関する知識やかかわ り方の教育

が可能であると考 えられる高校生を対象 に,認 知

症高齢者のイメージを明 らかにし,認 知症高齢者

への理解 と支援のあ り方について検討 した．

Ⅱ.研 究方法

1． 対 象

 A市 の公立B高 等学校 に在籍 している普通科1

年生224人 にアンケー ト調査票を配布 し,調 査協

力の同意が得 られた199人(男 性77人,女 性122

人)を 有効 回答 と して分析 対 象 と した(回 答率

88.8%).A市 は中核市 であ ることや,高 校1年

生は学習指導要領 において「総合的な学習の時間」

が実施 されていることか ら,本 研究の結果を生か

す ことができると考えた.

2.方 法

 調査 は,無 記名留め置 きによる自記式質問紙 を

行 った.内 容は,基 本属性(年 齢,性 別,祖 父母

との同居状況,高 齢者 とのふれ合い経験 の有無,

認知症高齢者 と接 した経験の有無,高 齢者 に関す

る授業や講演受講状況),認 知症高齢者のイメー

ジは自由筆記で回答を得 た.

3.解 析方 法

 認知症高齢者のイメージの自由筆記を繰 り返 し

精読 し,主 旨と文脈を把握 した.次 に,認 知症高

齢者のイメージ と思われ る部分をテキス トデータ

に変換 した.テ キス トマイニ ングソフ トである

KH Coder10)を 用いて,計 量 テキス ト分析 を行い

可視化 した.計 量テキス ト分析 とは10),質 的デー

タのコーディングによって数値化 し,計 量的分析

手法を適用 してデータを整理,分 析,理 解す る方

法 である.KH Coderは,研 究者 の恣意的な分析

を排除 し,客 観的に内容 を分析す る信頼性 のある

ツールである.デ ータ処理は,第1段 階では自動

抽 出した語 を用いて,恣 意的にな りうる操作を極

力避けつつデータの様子 を探 る.第2段 階では主

体的かつ明示的に,デ ータのなかか らコンセプ ト

を取 り出 し分析を深 める.

 解析手法 は,上 位頻出語 と階層的クラスター分

析 を用いた.上 位頻 出語 は,第1段 階のデータ処

理か ら語を自動的に抽出 し,さ らに頻回に使われ

ている上位150語 を抽出 し,頻 出回数の全体を把

握す ることができる.階 層 的クラスター分析 は,

デフォル トのward法 によるクラスター分析 を実

施 した.第1段 階を経て第2段 階でコーディング

ルールを作成 し,コ ー ド間の結 びつきを探 る.い

くつかの成分 を階層的に抽出し,抽 出された語を

コー ド化す ることができる.階 層 クラスター分析

は,テ キス トデータをクラスターに分類す るだけ

でな く,ク ラスターが結合されてい く過程 までを

確認す るこ とができる.デ ン ドログラムは,図 上

で距離の短い ところで結合す るほど近い関係にあ

る10).こ れ らにより,本 研究 の質的データを上位

頻出語および階層的クラスター分析す ることは妥

当であると考 えた.さ らに,分 析結果 に矛盾点や

問題点がな く現象を適切に表 しているかを比較検
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表1基 本属性 人 数(%)

男性 女性 全体

平均年齢 15.7歳 15．8歳 15.6歳

SD 0.51 SD 0.48 SD　 0.50

性別 77(38.7) 122(61.3) 199(100.0)

祖父母 との同居

あ り 18(23.4) 44(36.1) 62(31.2)

な し 59(76.6) 78(63.9) 137(68.8)

高齢者 とのふれ合い経験

あ り 77(100.0) 119(97.5) 196(98.5)

な し 0(0.0) 3(2.5) 3(1.5)

認知症高齢者と接 した経験

あ り 3(3.9) 5(4.1) 8(4.0)

な し 74(96．1) 117(95.9) 191(96.0)

高齢者に関する授業や講義の受講経験の有無

あ り 47(61.0) 73(59.8) 120(60.3)

 なし
♂

30(39.0) 49(40.2) 79(39.7)

討 し,総 合的 に判断 した.ま た,ス ーパ ーバ イザ ー

か らの意 見 を求 め,デ ータの信頼 性 と妥 当性 の確

保 に努 めた.

4.倫 理的配慮

 本研究 は,C大 学 の倫理委員会の承認を受け実

施 した.対 象者の所属す る高等学校 の最高責任者

の承認を得て,対 象者 に研究の趣 旨と内容,参 加

は自由意志で不参加でも不利益にならないことを

書面 と口頭で十分に説明 した.デ ータは個人情報

の漏洩に注意 し,プ ライバ シー保護に十分注意 し

た.本 研究の利益相反 はない.

Ⅲ.結 果

1． 基 本 属性

対象 者 は男性77人(38.7%),女 性122人(61.3%)

で,合 計199人 で あ っ た.平 均 年 齢 は15.6歳

(SD0.50)で あ った.祖 父 母 との 同居 が あ りは62

人(31.2%),高 齢 者 とふ れ合 つ た こ とが あ りは

196人(98.5%),認 知症 の人 に接 した経 験 が あ り

は8人(4.0%),高 齢者 に関 す る授業 や講義 を受 け

たことが あ る人 は120人(60.3%)で あ った(表1).

2.認 知症高齢者イメージにつ いて

1)頻 出語 と出現回数

 総 抽 出 語数 は2,194文 字 で あ り,393単 語 に分

割 され た.多 か つ た抽 出単 語 は,「 忘 れ る」50件,

「もの忘れ 」38件
,「 大変 」32件,「 記憶 」20件,「 記

憶」20件,「 ぼ け」14件,「 家 族 」14件,「 わ か る」

14件,「 介護 」13件,「 激 しい」13件,「 認知」13件,

「思 う」12件 な どで あ っ た.そ の ほ か,頻 出 上 位

20位 まで を表2に 示 す.

2)階 層的クラスター分析

 認知症 高齢 者 イ メー ジを階層 的 クラス ター分析

した結果 は,5ク ラス ター が導 かれ た.個 々 の ク

ラスター につ いて概観 す る と,第1ク ラス ターは,

『昔』『思 い出せ る』『脳 』『低 下 』『障害 』な どの語句 か

ら構 成 され,"徐 々 に名 前や顔 が わか らな くな る"
"物事 を忘 れ る"な どの記載 内容 か ら

,〈 昔 の こ と

は覚 えて い るが脳 機能 が低 下 す る障害 で ある 〉 と

命名 した.第2ク ラス タ ー は,『 怖 い』『認知 』『ま

わ り』『家族 』な どの語句 か ら構 成 され,"大 変 な病

気""家 族 や まわ りの人 が つ らい"な どの記載 内容

か ら,<家 族 や まわ りの人 は認 知 症 を怖 い と思

う〉 と命名 した.第3ク ラス ターは,『薄 れ る』『仕

方』『進行 』『少 し』な どの語句 か ら構成 され,"ひ と

りで生 きて い けな い""生 活 で きな くな る"な どの
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表2 高校生による認知症高齢者のイメージ頻出語

頻出順位 抽出腰 頻度 頻出順位 抽出語 頻度

1 忘れる 50 18 障害 4

2 もの忘 れ 38 18 赤 ちゃん 4

3 大変 32 18 むずか しい 4

4 人 28 18 物事 4

5 自分 23 18 聞 く 4

6 記憶 20 19 感 じる 3

7 病気 16 19 行動 3

8 ボケ 14 19 高齢 3

8 家族 14 19 仕方 3

8 わかる 14 19 時間 3

9 介護 13 19 思い出せ る 3

9 激 しい 13 19 時間 3

9 認知 13 19 知 る 3

10 思 う 12 19 低下 3

11 多い 11 19 脳 3

12 覚 え る 10 19 薄れる 3

13 忘れっぽい 8 19 怖い 3

13 治 る 8 19 変わ る 3

14 い ま 7 19 本人 3

15 悲 しい 6 19 話 3

16 必要 6 20 わが まま 2

16 進行 6 20 サ ポ ー ト 2

17 イ メ ー ジ 5 20 過去 2

17 言 う 5 20 会話 2

17 まわ り 5 20 看護 2

17 昔 5 20 頑固 2

17 名前 5 20 顔 2

17 戻 る 5 20 興味 2

18 子 ども 4 20 苦手 2

18 少し 4 20 考 え る 2

記載 内容か ら,〈 少 しずつ生活の仕方の記憶が薄

れ進行する〉 と命名 した.第4ク ラスターは,『も

の忘れ』『激 しい』『介護』『必要』『大変』『病気』な ど

の語句 か ら構成 され,"身 近 にい るとやっか いで

ある""お 世話が大変である"な どの記載内容か ら,

〈もの忘れが激 しく介護が必要で大変な病気であ

る〉と命名 した.第5ク ラスターは,『高齢者』『赤

ちゃん』『戻 る』『行 動』『変 わ る』『時間』『時間』『記

憶』『忘れる』『悲 しい』『感 じ』な どの語句 か ら構成

され,"病 気だが忘れて しまうのは悲 しい""だ ん

だん幼 くなる"な どの記載内容から,<赤 ちゃん

のような行動 をして名前や物事の記憶 を失 い悲 し

い感 じがす る〉と命名 した(図1).

Ⅳ.考 察

 本研究 は,対 象 とした高校1年 生に認知症高齢

者のイメージについて 自由筆記 してもらい,主 旨

と文脈か ら認知症高齢者のイメージであると読み

取れる部分をすべてテキス トデータに変換 し,テ

キス トマイニングKH Coderで 解析を行った.高

校生が もつ認知症高齢者 に対するイメージを明 ら

かにす ることは,将 来社会を担 う中心的役割をも

つ人の思いや考えを知 るうえで有用であると考 え

る.さ らに,超 高齢社会で増加 の一途をた どる認

知症高齢者の介護を担 うことになるであろうこと

を推測すると,よ りよい共生 を目指す方策 を検討

することは必須であると思われる．

1.基 本属性か らみた特性

 対象 は祖父母 との同居 あ りが3割 で あった.全

国の世帯構成2)の3世 代世帯 は,1割 未満で ある

ことと比 して高い ことが認められた,本 対象の高

等学校 は地方の中核市 にあるが,核 家族化が都市

部 よ りも拡大 していない ことが推測 される.今 回

の調 査で は,A市 にあるB高 等学校 の生徒 のみ

を対象 に実施 しているが,同 市の他校や都市部の

高等学校 の同学年の調査 を実施 し,家 族背景等 を

比較検討する必要があると思われる.高 齢者に関

する授業や講義の受講経験は6割 であるが,高 齢

者 とのふれ合いはほぼ全員が経験 していた．高齢

者 とのふれ合いの多 くは,自 身が身近 に感 じる高

齢者 として祖父母 とのかかわ りである可能性が考

えられる.認 知症高齢者 と接 した経験 は1割 に満

たな く,認 知症高齢者に関す る知識 は先行研究11)

で も述べ られてい るように,マ スメディアか ら得

ている可能性が推測 され る.本 間12)は,マスメディ

アか ら得た知識 は実用的にな りに くいことを指摘

している.高 齢者や認知症 についての授業等で加

齢 に伴 う基礎的知識 を学ぶ こ とも重要 であ るが,

会話 を交わす ことや何 らかの活動 を共 にす るな ど

の実体験を通 して理解 をより深め身近 に感 じるこ

とが大切である13).
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   昔
  覚える

  障害
   脳
  低下
思い出せる

1ク ラスター:昔 の ことは覚 えているが脳機

能が低下す る障害で ある

 開く
怖い

 認知
 思う
まわり
家族

  人

2ク ラスター:家 族 や まわりの人 は認知症 を

怖 いと思 う

薄れる 治

 仕方
 治る
 進行
 少し

3ク ラスター:少 しずつ生活の仕方 の記憶 が

薄 れ進行 する

もの忘れ
 激しい
  介護

　 必要
  本人
  病気
  大変

4ク ラスタ-:も の忘 れが激 しく介護 が必 要

な大変 な病気 であ る

 赤ちゃん
   戻る
   進む
むずかしい
   名前
   高齢
忘れっぽい
 イメージ
  悲しい

   物事
   知る
   多い
   ボケ
   感じ
  変わる
    話
   記 憶
   行動
  子ども
   自分
  わかる
   いま
   時間
 いろいろ
  忘れる
   言う

5ク ラスタ-:赤 ちゃんの よ うな行動 をして

名前や物事 の記憶 を失い悲 しい感 じがする

0.0 0.5 1.0

図1認 知症高齢者のイメージの階層クラスター分析

2． 高校生の認知症高齢者イメージについて

対 象 者 は女 子 生徒 が6割 を 占 めて い た が,樋

口10),藤 原 ら11),本 間12)は,認 知症 高齢 者 のイ メー

ジに性 差 は影 響 が なか っ た と述 べ て い る.小 山

ら5),木 下14)の 研 究 で は,中 学生 や看 護 学 生 が も

つ認知症高齢者のイメージは,場 所がわからない

見当識障害や食事のつ くり方がわか らない記憶力

障害 と,そ れ らに伴 う生活機能低下 もイメージし

ていた と報告 している.本 研究の抽出語では,「忘

れ る,も の忘れ」な ど認知症の中核症状を示す語

423



句が多 く,と くに記憶障害を強 くイメージ してい

ることが認め られた.先 行研究 と比較 して対象者

の年齢 は若干 異なるもの の,ほ ぼ同様 の結果で

あったといえ る.馬 場 ら15),中 野 ら16)は,高 齢者

と交流 を多 くもつ人は活動能力や身体面 を肯定的

に と らえて いた と述 べ て い る.し か し,奥 村

ら17),島 崎 ら6)による と,認 知症高齢者 のイメー

ジは祖父母 や認知症高齢者 との同居 に関連が な

かった と指摘 している.本 研究の対象者 は祖父母

との同居が3割 であり,高 齢者 とのふれ合いはほ

ぼ全員あ りと回答 していたが,認 知症高齢者 と接

した体験がある人はわずかであった.認 知症高齢

者のイメージは,先 行研究15,18,19)とほぼ同様 にネ

ガティブな ものが多かった.対 象者 は自身の祖父

母が今後罹患する可能性が あるとは考 えに くく,

現実 的な問題 としてとらえていない可能性が推測

された.

 大 学生 を対 象 とした研究18,19)では,記 憶 障害,

悲 しいな どで あり,本 研究結果のイメージに差異

は認 められなかった.認 知症 の症状や家族介護に

つ い てマ スメデ ィアか らの情 報 が影 響 して い

る11,20)と考 え られ,本 研究 において も同様 の方法

で得 た情報 を,ネ ガティブなイメージ として とら

えた側面があると考 えられる.ク ラスター分析の

結果では,「 行動や時間の記憶 を忘れ,悲 しい感

じがす る」「家族や まわ りの人は認知症 を怖い と思

う」「介護 は必要だが大変」な ど,症 状や介護,家

族の思いが認 められた.Kitwood21)の 提 唱 してい

るパーソン･セ ンター ド･ケ アでは,認 知症 の人

の気持ちや立場を理解す ることで共感的理解をす

ることが可能 となると述べている22,23).青年期 も

しくはそれ以前の時期に,認 知症は疾患であるこ

とや対応方法 の正 しい知識 を学ぶ ことで,認 知症

高齢者 のイメージは変化す ると考えるl9,22).中村

ら24)の看護学生を対象 とした研究では,「 優 しい」

という肯定的イメージが示されていた.認 知症高

齢者への理解 は,「 認知症高齢者間題への関心」や

「接す る経験」が関連 している17).西 山 ら25)は,認

知症 の症状や接 し方の知識が あれば肯定的 なイ

メージにつなが り,知 識が乏 しい と肯定的になら

ない と述べている.本 研究では認知症高齢者 と接

した経験 は少な く,イ メージに影響 を与えた可能

性がある.青 年期に差 しかか る高校生が認知症高

齢者 と接す る経験をもつ ことで,肯 定的感情が生

まれることが期待できる18).

 超高齢社会 にいっそう拍車がかかる今後 に向け

て,さ まざまな世代が家庭や地域で相互によ りよ

い関係 を築 く暮 らしを促進 し,そ して認知症高齢

者 を支援す ることは地域ケアシステムの観点か ら

も重要である26).ま ずは,幼 少期から思春期にか

けて高齢者 との交流経験 をもち,多 様な活動のな

かで コミュニケーションを通 して主観的親密感 を

高 めて お くこ とは必 要不 可 欠で あ る と思 われ

る27).

V.結 語

 本研究の対象である高校1年 生の認知症高齢者

のイメージは,「 記憶力が低下 し進行する病気で

あ り,家 族や まわ りの介護が必要で大変である」

ということが明 らかになった.発 達過程 において

早期に認知症 についての知識 と対応方法の教育プ

ログラムを受けることは,重 要であり早急の課題

であると考 える28).認 知症高齢者 と接する体験で

ネガティブなイメージを変化 させ る可能性がある

と思われ,支 援の必要性を考 える機会 とな りうる

とも考 えられ る.

Ⅵ.本 研究の限界と課題

 本研究 は,A市 の公立B高 等学校 に在籍す る

高校1年 生のみを対象 としたものであ り,限 られ

た対象による結果を考察 した ものにすぎず,回 答

にかた よりが生 じた可能性がある.よ って,本 研

究の結果を一般化することには慎重を要す る.今

後 は,対 象者数 を増やす ことや認知症の知識の詳

細 との関連 を精査す る必要が ある.そ の うえで,

経時的な認知症高齢者 のイメージ変化の検討や体
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系的な調査が求められる.単 なる知識の普及 にと

どまらず,認 知症高齢者に対す る肯定的イメージ

の涵養が重要である.
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Images of elderly people with dementia among high school students

Hiromi Kimura, Kayoko Koga, Midori Nishio

Fukuoka University of Medicine

 The study aims to clarify images of the elderly with dementia among high school students. A question-

naire survey was conducted for  first-year high school students. We had the students write images of el-

derly person with dementia in words. The analysis method used KH Coder of text mining software. This 

study was approved by the C University Ethics Committee. Questionnaire contents were explained to the 

subjects, and the data was screened for leakage of personal information. The study recruited 199 partici-

pants, of whom 77 were male and 122 were female. A total of 2194 extracted words were further reduced 

to 393 words. The extracted words were : Forget, forgetfulness, hard, memory, illness. In the cluster anal-

ysis, five clusters were extracted. The image of elderly people with dementia among high school students 
was "a serious illness in which memory ability declined due to brain function disorder and nursing was 

necessary". It was suggested that high school students are expected to have the opportunity to think 

about image changes and the need for support.

Key words : High school student, Image of elderly people with dementia, Negative image
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